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平成２３年第１回小豆島町議会定例会議事日程（第２号） 

 

 

平成２３年３月７日（月）午前９時３０分開議 

 

第１ 「議案第３号．小豆島町特別会計条例の一部を改正する条例について」から「議案

第２２号．平成２３年度小豆島町介護老人保健施設事業会計予算」に対する質疑、

討論、採決及び委員会付託 

  

第 ２

  

発議第1号 環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）への参加に慎重な対応を求める意見

書                             （議員発議） 
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開議 午前９時30分 

○議長（秋長正幸君） おはようございます。 

 携帯電話をマナーモードに切りかえてください。 

 大変お忙しいところ、金曜日に引き続きお集まりくださいましてありがとうございま

す。 

 ただいまの出席議員は16名で、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立しまし

た。 

 これより会議を開きます。（午前９時30分） 

 直ちに日程に入ります。日程は、お手元に配付のとおりです。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 「議案第３号．小豆島町特別会計条例の一部を改正する条例について」か 

       ら「議案第２２号．平成２３年度小豆島町介護老人保健施設事業会計予 

       算」に対する質疑、討論、採決及び委員会付託 

○議長（秋長正幸君） 日程第１、「議案第３号．小豆島町特別会計条例の一部を改正す

る条例について」から「議案第２２号．平成２３年度小豆島町介護老人保健施設事業会計

予算」に対する質疑、討論、採決及び委員会付託を議題とします。 

 お諮りします。 

 審議の方法でありますが、この際１議案ごとに審議を行い、本日採決できる議案は直ち

に採決し、採決できない議案については関係常任委員会に付託したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。 

 それでは、１議案ごとに審議を行います。 

 初めに、議案第３号小豆島町特別会計条例の一部を改正する条例についての質疑を行い

ます。 

 本案については、本日採決いたします。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（秋長正幸君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第３号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第３号は原案どおり可決され

ました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第４号小豆島町乳幼児医療費助成に関する条例の一部を

改正する条例について質疑を行います。 

 本案については、本日採決いたします。 

 質疑はありませんか。12番鍋谷議員。 

○１２番（鍋谷真由美君） 今回の条例改正は、乳幼児医療費の無料化の年齢引き上げと

いうことで、これ自体は歓迎するものですけれども、１点質問をさせていただきます。 

 町長は、施政方針の中で子育て支援、次世代支援は、小豆島においては他の地域以上に

待ったなしの重要な課題ですと述べられました。この乳幼児医療費の無料化年齢について

は、県下の他の市町、まんのう町、善通寺市、三豊市、観音寺市では中学校卒業まで無料

になっております。その他の地域でも県の年齢より独自施策で引き上げているところが県

内過半数になっております。そういう中で、小豆島町でこの地域以上にこの子育て支援が

重要だと言われているのに、なぜ今回中学校卒業までに引き上げをされなかったのか、そ

の理由をお尋ねいたします。 

○議長（秋長正幸君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（森 弘章君） 町長の施政方針にもありましたとおり、来年度予算にお

きまして新規子育て支援施策としましていろいろな事業を計画いたしております。例え

ば、施策の中でいろいろと項目が述べられました。病児・病後児保育推進とか、修学資金

の貸付枠の拡大とか、それから家庭女性相談員の配置等々を合わせますと、１千数百万円

の金額というふうな事業を新たに計画されております。そういったことなんかを全部、す

べてをかんがみまして、費用対効果等を考えますと、それ一点に絞るんじゃなくって幅広

く子育て支援に取り組んでまいるという方向性、そういったものを示された内容だという

ふうに理解しております。以上でございます。 

○議長（秋長正幸君） 11番村上議員。 

○１１番（村上久美君） 先ほどの担当課長の答弁は、ちょっと的を射ていないというふ
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うに思うんですね、射てないですね。 

 やはり、今住民、お母さん方なんかが本当に求めているのは、子供たちが病気になった

ときに、医療体制含めて安心して医療が受けられる、そういう状況が今求められていると

いうふうに思うわけです。当初、私たちなんかでも、とめは小学校卒業までというふうな

ことを町にも提案いたしましたが、全国的な流れとしてはやはり中学校いう方向に、積極

的な施策が打ち出されていってるという、そういう現状をしっかりと認識していただきた

いなというふうに思うわけです。だから、きちっと的を射た答弁を町長のほうからお願い

したいと思うし、あと担当課のほうで今回の４月から６月の間の６歳に達する幼児という

ふうなことですので、一時的に県の医療費助成の対象にならないというふうに、そのため

に施行を４月からというふうにうたっております。これの対象幼児の人数とか、それに伴

う予算関係、これはどのようになってるのか、伺いいたします。その２つ、答弁お願いい

たします。 

○議長（秋長正幸君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（森 弘章君） ４月から６月までの小豆島町における該当児童、この児

童につきましては、現在のところ37名というふうに推定いたしております。平均的な医療

費等をこれまでの医療費等で試算しますと、約20万円の費用がその３カ月で必要であろう

というふうに思っております。これが８月から県の補助とあわせて実施されますと約80万

円がプラスとなりまして、年間この事業に関して100万円程度の数字が必要だというふう

に試算いたしております。以上でございます。 

○議長（秋長正幸君） 竹内副町長。 

○副町長（竹内章介君） 村上議員のご質問に、町長ではございませんがお答えをさせて

いただきます。 

 まず、塩田町長の施政方針、十分にお聞きいただいたと思いますが、全く塩田カラーを

出しての新しい施政方針、わかりやすい文書表現でお聞きいただきました。その全体の考

えの中で、これも考えていただくべきものでありまして、これ一つを取り上げて是が非か

という話ではありませんので、町政全般にわたって町長がどこに力点を置いて、どういう

考えで子育て支援についてもやっていこうとしておるかという話の中でご理解をいただき

たいと思いますので、予算審議の中でなお疑問点があればお話をいただいたら構わないと

思いますが、そういう目でひとつご理解をいただきたいというか、お考えをいただきたい

と思います。以上です。 

○議長（秋長正幸君） ６番森議員。 
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○６番（森  崇君） 今の議案の中で、一時的に県の医療費助成の対象にならない地

域、これは県下ではどうなってるんでしょうか、お願いします。 

○議長（秋長正幸君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（森 弘章君） 現在の県下の状況等でございますが、２月末現在で調べ

ております。県下17市町のうち、２月末の現状では６歳未満が２市６町、それから小学校

就学前までが１市１町、１年延長の７歳未満が１市２町、中学校修了までが３市１町であ

りまして、そのうち今回の県の補助の改正ということで、該当するのが一番最初の２市６

町でございます。このうちの直島、土庄、小豆島の３町が４月１日よりということです。

残り２市２町が県と同様の８月１日、残り１町は中学修了までの延長というふうに伺って

おります。以上でございます。 

○議長（秋長正幸君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第４号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第４号は原案どおり可決され

ました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第５号小豆島町国民健康保険条例の一部を改正する条例

について質疑を行います。 

 本案については、本日採決します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 
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 これから採決します。 

 議案第５号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第５号は原案どおり可決され

ました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第６号小豆島町保健医療関係職修学資金貸付条例の一部

を改正する条例について質疑を行います。 

 本案については、本日採決いたします。 

 質疑はありませんか。12番鍋谷議員。 

○１２番（鍋谷真由美君） 今回の改正でふえるであろう希望者の予測人数というのがわ

かれば。それと、希望される方が全員受けられるのかどうかをお尋ねをいたします。 

○議長（秋長正幸君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（森 弘章君） 人数の予測というふうなことでございますが、この制度

は平成７年度に創設されまして、現在までに41名の方が受けられております。そのうち８

名は、まだ今現役の学生ということで、人数にしましてはそんなに毎年何人も何十人も申

し込みがくるというふうなことはございませんでした。今回、このような措置に計画いた

しましたので、とりあえず許される申し込みが来られた方全員をできるだけ対象にしたい

というふうな意向にもって改正をさせていただきました。以上です。 

○議長（秋長正幸君） 11番村上議員。 

○１１番（村上久美君） 提案理由として子育て、少子化対策という一遍と、保健・医

療・福祉関係職の恒常的な不足解消を図るためにということで、貸付制度の拡充というふ

うに今回提案理由述べられております。積極的な対策ということで歓迎はしたいというふ

うに思います。今後、小豆島町において公立病院あり、老健施設であり、また民間とのい

ろんな介護、ケアの問題あり、その対応なり、運営なり、さまざまな形で人材を確保して

いくという点については非常に賛成だと思いますし、そのための入り口の段階でのこうい

う貸付制度というものは重要だろうというふうに思います。ただ、理由がこの２つぐらい

になってるんですが、国のほうとしては地域包括ケアっていう構想を持っておりまして、

この関連の中でこういう職員が仮に制度を活用し、また地域で小豆島内で仕事をする関係

の上で、どのようなこういう人たちの活動なり、雇用なりが確保されていくのか、そこら

辺も見合った方向性っていうのをどのように考えておられるのか、その点を伺いたいとい
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うふうに思います。 

○議長（秋長正幸君） 副町長。 

○副町長（竹内章介君） 村上議員ご指摘のように、子育て支援、あるいは本町あるいは

島内のこういった職種に対して修学資金をもって確保していこうということですが、大き

く資格を持って島に帰ってきてもらおうというところが少子化対策と申しますか、元気な

子供を産んでもらう人たちにどんどん島で活躍してもらいたい、あるいはすべてのサイク

ルと申しますか、それで好循環に転じていきたいということが主なことでありまして、今

までのようにこういった職種が不足しがちであるから、こういう道へ行く人に修学資金を

貸し付けましょうということではありませんで、課長申しましたように希望する方にはす

べて貸し付けをしていこうということでございます。ですから、今後その資格を取った人

がどれぐらい出てきて、どういうふうに割り振ってというようなことでは、今交渉はもち

ろん将来のことですからわかりませんが、それと先ほど申し上げた地域包括ケア、あるい

は地域包括医療というのは、これは国保病院については従来からやってきておることでご

ざいまして、今に始まったことではございません。内海病院を中心に、今までも受け入れ

福祉の連携ということでやってまいりましたし、その中で現在は悲しいことですがヘルパ

ーさんでありますとか、介護福祉士であるとか、あるいはケアマネであるとか、こういっ

たところの職種はなかなか確保しにくいということも事実でありまして、答弁が点でばら

ばらになっておりますが、こういうところが足りないからこういう職種にしようというこ

とではありませんで、とにかく資格を身につけて島に帰ってもらおうということが一つの

大きな目的でございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（秋長正幸君） 11番村上議員。 

○１１番（村上久美君） 専門職をするための学校なり、専門学校なり入学してもらっ

て、将来的には２年、４年たった後島に帰ってもらうというふうなことですから、そうい

う形っていうのは島に帰りたいが、しかし受け入れが行政レベルでもなかなかないんだと

いうふうなこと、こういう福祉関係、医療関係は非常に労働の過重な状況に置かれる中

で、賃金がそれに見合ってないという状況も聞かれます。そういう中で、こういう制度を

活用し、Ｕターンで帰ってこられたというにしても、希望を持ってしても、その地域なり

が受け入れる、そういう職場が担保されていかないと、なかなかＵターンという思惑のよ

うにはいかないというふうになるだろうと思うんですね。そこら辺の見合った環境整備と

いうのは、やはり行政としてこれだけの制度を拡充していくんであれば、ぜひ将来の見通

しを持ったそういう対策もきちっと打ち出していくということが整合性につながっていく
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だろうし、皆さんにも喜ばれていくというふうに思いますので、そういう点について見通

しの持った考え方を示していただきたいなと思いますが。 

○議長（秋長正幸君） 町長。 

○町長（塩田幸雄君） 村上議員のご指摘のとおりだと思います。所信表明でも地域医

療、地域福祉の拡充については心を込めて述べたつもりでありまして、そのための専門ス

タッフの確保というのは当然の前提になっていると思っております。 

○議長（秋長正幸君） ８番安井議員。 

○８番（安井信之君） 施設等というふうな文言がありますが、この文のいうたら定義づ

けはどのようになっておられるのか、小豆島全体でと考えるのか、香川県と考えるのか、

小豆島町と考えるのか、その辺お伺いしたいと思います。 

○議長（秋長正幸君） 住民福祉課長。 

○住民福祉課長（森 弘章君） 当然町の予算でございますので、まず優先的に町内の施

設というふうな解釈をいたしております。 

 先ほど申し上げて、ちょっと言いそびれましたが、41名が利用されて、今現役が８名、

そのうち15名が内海病院を初めとする町内の施設で今現在勤務しているというふうな状況

でございまして、約45、半分近くが町内で就職をされているというふうになっておりま

す。以上でございます。 

○議長（秋長正幸君） ８番安井議員。 

○８番（安井信之君） 小豆島町とだけ考えると、やっぱり職場を考えると小豆島全体で

考えたほうが、そこへ帰ってきて産むというふうなことを考えると、その辺まで含めた全

体的な考え方があってしかるべきかなと思いますが、町だけというふうに考えておらえる

のか。 

○議長（秋長正幸君） 副町長。 

○副町長（竹内章介君） 従来のこの制度そのものも小豆島町の施設、あるいは広域の施

設ということで、町がかかわっておる施設ということで考えております。今後とも同じよ

うなことで、町の施設あるいは町が関与する広域の老人ホーム、あるいは町長の施政方針

にありますように、やがては小豆島で2.5次医療以上担えるような病院ができますと、そ

れはこの病院もちろんのことですから、そうなると島全体ということになってこようかと

思いますので、そういうことでご理解いただきたいと思いますが。島全体となろうと思い

ます。 

○議長（秋長正幸君） ほかに質疑はありませんか。 
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            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第６号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第６号は原案どおり可決され

ました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第７号内海病院の使用料及び手数料条例の一部を改正す

る条例について質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第７号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第８号小豆島町における産業の営みを基盤とした地域活

性化を目指す条例について質疑を行います。質疑はありませんか。６番森議員。 

○６番（森  崇君） この条例に賛成をする立場で質問したいと思います。 

 一つ、この騒音とか破損防止それから水処理とか、産業の発達と地域の住んでる人たち

の環境を考えたときに、一体どう考えたらいいのかというふうに思いまして、その騒音と

か汚水処理、あらゆることに対してもこの条例が生きるのかどうかをお聞きしたいと思い

ます。 

 もう一つは、私の聞き違えかもわかりませんけど、予算は計上せずに寄付でというふう

にちょっと聞いたんですが、それは間違いでしょうか。 

○議長（秋長正幸君） 企画財政課長。 
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○企画財政課長（松本 篤君） 森議員のご質問にお答えをいたします。 

 まず、この条例につきましては、産業の営みによって形成された地域景観を生かしたま

ちづくりを進めていこうということでございますので、それとあわせてその景観を生かし

たような活動もどんどんやっていただきたいということでございます。ですから、騒音と

か汚水処理、そういったものについては当然県条例等々ございますので、そちらで対応に

なるのかなと思っております。 

 それと、予算は計上せずに寄付のみで、そういうことではございません。あくまでも基

金については浄財も含めて積み立てていきたいということでございまして、当然必要な経

費については町のほうでも財源措置いたしますし、例えば補助金、登録有形文化財に対す

る補助については当然町費から支出するということでございます。よろしいでしょうか。 

○議長（秋長正幸君） 11番村上議員。 

○１１番（村上久美君） この題名が小豆島町における産業の営みを基盤とした地域活性

化を目指す条例についてとなっているのですが、まず最初に食品産業の営みによって形成

されたというふうにうたわれておりまして、基本理念においても産業の営みによって形成

されたとあります。私自身、このまちづくり条例っていう全体の大きな枠の中での条例

を、それぞれのまちづくりっていうものを幾つか編み出して、その中でこういう食品産業

の営みに関しての形成されたという、その分野別といいますか、そういうふうな形での条

例にすべきではないのかなというふうに考えております。個々の、例えば以前にも一度申

しましたが、馬木とか苗羽関係の食品産業が今歴史的にもいろんな醤油蔵とか、そういう

ふうな景観が確かにあります。それはそれとしての分野別の問題として、全体のまちづく

りの中の一つとして位置づけるべきではなかったのではないかというふうに思いますし、

また地域によって拠点をつくったものを分野別としてその条例の中の一つとして位置づけ

るというふうなことのほうがよかったのではないかなというふうに思っております。これ

だけを注視した条例という、地域活性化の条例っていうのは、すごく一面具体的な面があ

ってもいいんですが、これだけを注視した条例で、ほかはそれじゃあどうなるのかと、農

の分野、緑の分野、水の分野、こういうふうなところのまちづくりをどう生かせるのか、

そこら辺もあると思うんですが、そこら辺が欠落してるというふうな点においてはちょっ

と残念かなというふうに思っているところです。そこら辺の全体的なまちづくりをどう考

えているのかいうことを聞きたいと思います。 

○議長（秋長正幸君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（松本 篤君） 村上議員のご質問にお答えをいたします。 
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 全国的に見ましても、今村上議員がご指摘になったようなまちづくりの基本条例的なも

のがございまして、各項目ごとに各号列記でこういった分野をというのがございます。た

だ、今回につきましては、小豆島非常に魅力ある素材がたくさん多うございまして、その

中でおのおのを一つずつまちづくりの基本として位置づけていきたいということで、まず

今回はひしおの関係、産業の営みと芸術、そういったものをまちづくりの基本として行う

ということで条例化をさせていただきました。と申しますのも、全国的にあるまちづくり

基本条例は、あくまでも理念条例的なもので余り実効性がないというようなものが多々ご

ざいます。そういった中で、今回は具体的なものとしてつくって上程、提案させていただ

いております。今後、村上議員ご指摘のあるような、そういったものもおのおのつくって

いければと思っております。ですから、あくまでも小豆島のいかに島の魅力づくりに持っ

ていくか、そういったもののための条例ということでご理解をいただけたらと思います。 

○議長（秋長正幸君） 11番村上議員。 

○１１番（村上久美君） 担当課長の説明はわかりましたが、やはり全体的な分野別のま

ちづくりっていうのを打ち出し、その中で個別的な必要性がある場合は条例設定というふ

うになると思うし、小豆島独自であれば小豆島は全体が海に囲まれています。海の資源の

問題、すなわち漁業との関係の問題、海の幸をどう守っていくのか、つくり出していくの

か、そこら辺の位置づけの問題もあると思いますし、山については緑をどう生かしたまち

づくりをつくっていくのかという問題もあります。海と山の関係、そういうものが全体が

イメージできるようなものが、私はやっぱり必要ではないかなと、大枠の中で。その中

で、どうしても必要な条例制定いうのはそこで予算化、財政をそこで基金積んだりとかや

っていくわけですから、当然そういうふうなことも出てくるかと思います。ただ、住民か

ら見て全体の小豆島、どういうふうな方向で町をつくっていくのかっていう点について

は、住民の皆さんがどのように考えるのかという点については、やっぱりイメージしにく

いかなというふうに思っております。どうなんでしょうか。 

○議長（秋長正幸君） 副町長。 

○副町長（竹内章介君） どうも人それぞれの考え方の相違たるところへ入っていってお

りますが、この全体のまちづくりをどうするのかというのは、まさに塩田町長の施政方針

でありますし、これは広報というか、ブログでも出ておりますし、ホームページでもアッ

プしておりますから、これが全体の小豆島をどうしていくかというまちづくりの基本なん

です。今回条例化したのは、特に基金を設立して重点的に支援していこうというところで

ございますので、これはこれでピンポイントで非常にわかりやすいかなと思いますが。以
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上です。 

○議長（秋長正幸君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、総務建設常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第８号は総務建設常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第９号小豆島町芸術文化のまちづくり条例について質疑

を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第９号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第10号小豆島町坂手辺地総合整備計画の変更について質

疑を行います。 

 本案については、本日採決いたします。 

 質疑はありませんか。６番森議員。 

○６番（森  崇君） この坂手地区というのは、私たちも避難訓練なんかするんにはお

手本の地域でございます。何でこんな地域が団結して助け合いしよんかいって聞いたとこ

ろ、昔大火があったと、道が狭いかったいうのを聞いたんですけど、これは賛成でござい

ますけど、小型動力ポンプ、これはほかの地域はもう必要なくなっているんでしょうか。

大体車が入れる、消防が入れるという地域でしょうか。ほかの地域は一体どうなっている

か、それだけお聞きします。 

○議長（秋長正幸君） 総務課長。 
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○総務課長（中桐久志君） 小型動力ポンプのご質問ですけれども、どこの消防団も持っ

ております可搬ポンプです。どこの消防団も整備をしておるポンプでございます。 

○６番（森  崇君） はい、結構です。 

○議長（秋長正幸君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第10号は原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第10号は原案どおり可決され

ました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第11号小豆島町道路線の認定について質疑を行います。

質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、総務建設常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第11号は総務建設常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第12号平成23年度小豆島町一般会計予算について質疑を

行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、総務建設常任委員会所管分は総務建設常任委員会に、教育民生常任委

員会所管分は教育民生常任委員会に付託をして審査をしていただくことにしたいと思いま
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すが、これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第12号は総務建設常任委員会

及び教育民生常任委員会に付託をして審査をしていただくことに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第13号平成23年度小豆島町国民健康保険事業特別会計予

算について質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第13号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第14号平成23年度小豆島町国民健康保険診療所事業特別

会計予算について質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第14号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第15号平成23年度小豆島町後期高齢者医療事業特別会計

予算について質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 
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            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第15号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第16号平成23年度小豆島町介護保険事業特別会計予算に

ついて質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第16号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第17号平成23年度小豆島町介護サービス事業特別会計予

算について質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第17号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 議案第18号平成23年度小豆島町介護予防支援事業特別会計予算に

ついて質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第18号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 議案第19号平成23年度小豆島町簡易水道事業特別会計予算につい

て質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、総務建設常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第19号は総務建設常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第20号平成23年度小豆島町水道事業会計予算について質

疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、総務建設常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第20号は総務建設常任委員会

に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 議案第21号平成23年度小豆島町病院事業会計予算について質疑を

行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第21号は教育民生常任委員会
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に付託することに決定されました。 

    ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（秋長正幸君） 次、議案第22号平成23年度小豆島町介護老人保健施設事業会計予

算について質疑を行います。質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、議案第22号は教育民生常任委員会

に付託することに決定されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 発議第１号 環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）への参加に慎重な対応を求 

             める意見書 

○議長（秋長正幸君） 次、日程第２、発議第１号環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）への

参加に慎重な対応を求める意見書の提出についてを議題とします。提案理由の説明を求め

ます。５番藤本議員。 

○５番（藤本傳夫君） 発議第１号環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）への参加に慎重な対

応を求める意見書。 

 上記の案件を会議規則第13条の規定により別紙のとおり提出します。平成23年３月７日

提出。小豆島町議会議長秋長正幸殿。提出者、小豆島町議会議員藤本傳夫。賛成者、小豆

島町議会議員渡辺慧。 

 環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）への参加に慎重な対応を求める意見書。 

 政府は、現在米国や豪州などが参加を表明している環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）に

ついて、情報収集を進めながら関係国との協議を開始する方針を示している。ＴＰＰは、

すべての物品の関税を原則撤廃し、貿易の自由化を求めるものであり、それによって国内

の農林漁業生産額の減少、食料自給率の低下などを初め、農山漁村の維持存続を根底から

揺るがすことになりかねない。農林漁業を基幹産業とする地方にとっては、現在でも長引

く経済不況により地域経済は疲弊し、雇用情勢は厳しさを増し、少子・高齢化により大き

な岐路に立たされている状況にあり、ＴＰＰへの参加により、さらに深刻な影響を及ぼす

ことが憂慮される。よって、国におかれてはＴＰＰへの参加について、下記のとおり慎重
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に対応されるよう強く要望する。記。 

 １、ＴＰＰへの参加については、国民に対し十分な説明責任を果たすとともに、国会で

の審議などを通じ、国民の合意が得られるよう慎重に検討すること。 

 ２、国際貿易交渉に当たっては、各分野において適切な国内対策を健康的に実施するこ

と。特に、農業分野に関しては、多様な農業の共存を理念とする我が国のこれまでの基本

方針を堅持し、食の安全確保と安定的な供給はもとより、食料自給率の向上、農林漁業の

振興等を損なうことのないよう対応すること。以上、地方自治法第99条の規定により意見

書を提出する。平成23年３月７日。香川県小豆郡小豆島町議会。提出先、内閣総理大臣、

内閣官房長官、外務大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、衆議院議長、参議院議長。 

○議長（秋長正幸君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。12番鍋谷議員。 

○１２番（鍋谷真由美君） ＴＰＰの意見書については、日本共産党も提出をお願いをし

たところなんですけれども、農協からも要請が来ているということで文書を見ましたけれ

ども、この内容っていうのは本当に日本の国のあり方を変える重大な内容だと思います。

それで、農協のほうでも断固反対しているというふうに要請文の中に書かれております。 

 今回の意見書なんですけど、慎重な対応を求めるということで、特に１番では国民の合

意が得られるように慎重に検討することとなってるんですけれども、これは余りにも国民

の合意が得られればいいのかと、そんなふうなんですけれども、内容からいって反対とは

っきり意見書で表明するべきではないかと考えますが、その点はどうしてこういう慎重な

対応という中身になったのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（秋長正幸君） ５番藤本議員。 

○５番（藤本傳夫君） 現在、各会合等でＴＰＰに関しての、全国でもその話が出ており

ますが、今農林水産業だけの話を飛び出して話するような意見がございますが、実際的に

は金融経済のほうの、そっちのほうの意見が最も強く後に影響してくる話でありまして、

今現在もっと慎重に話をするべきであるという意味でこれを出しております。 

○議長（秋長正幸君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

 本案については、総務建設常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秋長正幸君） 異議なしと認めます。よって、発議第１号は総務建設常任委員会
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に付託することに決定しました。 

 本日、各委員会に付託しました議案の審査報告は、３月22日の本会議にお願いします。 

 以上をもって本日の日程は全部終了しました。 

 次回は３月17日木曜日午前９時30分から会議を開きます。 

 本日はこれをもって散会します。 

 ご苦労さまでした。 

            散会 午前10時18分 

 


